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D 107 ウェストベルト圧の日内変動（その1 ）

共立女大家政　三野たまき　間壁治子 百田裕子 ○上田一夫

被　　 服

目的　成人女子は一日の生活の申で．ウェスト部を圧迫した衣Jig （スカート等）を比較

的長時間着用している．他方．ウェスト部は食事の摂取でその容積が大きく変化すると思
われるが．通常ベルト長は変化させず（ゴム等を併用して考慮してある衣服もある）その

まま装着している．このため、ベルトと人体との間に発生する衣服圧は、一日の内で変動

することが予想される．そこで、先づウェスト部のレリーフがどのように変わるかを調べ

た．

方法　被験者は成人女子６名で．各自の月経高温期に石膏包帯法で型取りを実施した．

①期: 前夜から当日朝にかけで12 時間空腹後、②期：朝食（9:30、550kcal, 400ml ）直
後．③期：朝食後２時間（12:30）、④期：昼食（14:00、700kcal.820ml ）直前、⑤期：

昼食直後の５回にわたり型取りした．予め．体表にウェストラインを基準として．その上

・下帯を30 ～34 コの5  c m^のブロックに線引きした．①期の体表面積を基準にした．

各ブロックごとの面積変化率a   （以下αと記す）の経時変化を算出した．
結果　②期では．ウェストラインの上方の左半身の体側～背側にかけてのαが大きくな

り．③期では、それが多少小さくなってウェストライン下方の腹側で大きくなった．これ
は．摂取した食物の一部が胃から腸へ移行したためと考えられる．また、被験者全員のα

は朝・昼食ともに食後（②期・⑤期）大きくなった．しかし半数の被験者では、⑤期のα

は．摂取容量が②期の２倍であったにもかかわらず、②期より小さくなった．このことか

ら．体表面積は食事の摂取の有無によらず．日内変動することが示唆された．

D 108 ウェストベルト圧の日内変動

共立女大家政　○三野たまき

( その2)

百田裕子 間壁治子 上田一夫

目的　先の発表で石膏の型取りを実施した被験者について、同一実験条件下で①期～⑥

期（⑤期の２時間後、その１参照）にわたってウェストペルト圧を測定した。

方法　圧測定は。液圧平衡方式を用いて。型取り実施日に近接した同一月経高温期内に
行った。ベルト（幅2.   5cm のインサイドベルト）長は、各被験者のジャストフィット

長を基準として、これより2.    5% 短くした。圧測定部位は被験者の右半身のウェストラ

イン上のＡ：前正中線から3cm 体側寄り、B:  乳頭線．c ：体側線、Ｄ：肩甲線．E ：
後正中線から3  cm 体側寄りの５部位である。なお。自然・腹式呼吸時の立位や椅座位に

おける。静止時と屈曲時のベルト圧を測定した。
結果　圧値は被験者全員例外なく、朝・昼食ともに食後（②期・⑤期）高くなった。６

人中４人の被験者では⑥期での圧値は⑤期のそれより低かったが。残りの２人では高かっ

た。これは代謝時間の個人差等によると考えられるが。詳細は検討中である。また、立位
より椅座位で。自然呼吸時より腹式呼吸時で、静止時より屈曲時で圧値が高くなった。立
位の自然呼吸時において。測定部位ごとに、体表面積の増減（被験者６人）と圧値との相

関係数を求めたところ。係数0.    8以上の組合せは全体（６０通り）のi 割弱と少なかっ
た。これは食物摂取等の影響で体容積が増加しても。ベルト下の皮下組織がベルトから逃

れたためと思われる。このため、ペルト圧の部位差は体表面積の増減の部位差では説明が

つかず、体表の粘弾性等の他の因子を検討する必要がある。なお。平均ベルト圧と周径と

の関係についても述べる。
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